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かにした。第一に、経済発展は 1992年 頃を境に大きく前期 と後期に分けられ、 1人当たり
GDPは全国とほぼ同水準で推移し、また前期より後期の方がより大きく成長している。第二に、
後期の経済発展は主に第 1次産業および第 3次産業の発展によるものである。第 1次産業の発
展は主に、農地利用率の向上、土地生産性の向上および収益性の高い野菜類や熱帯果実の生産
増加による農業発展、および海洋漁業や近年の養殖漁業の生産拡大による漁業発展などによっ
てもたらされた。また後期の観光産業は急速に発展 し、既に第 3次産業の柱 として成長 してい
る。第二に、産業構造の変化は 1992年 頃を境に方向が大きく変わった。前期では第 1次産業



































































































農村住民 1人 当たり純収入は都市住民 1人当
たり可処分所得の 3割余 りに過ぎない。
次に、GDPの 産業別構成についてみると、






と、第 1次産業は5S,8%、 第 2次産業は9.5%、




















要な政策を整理 した。これによると、 197も 年
に開始 された全国的範囲での農村改革が進む
表 1 海南省の社会経済概況 (2002年 )



































































































































































































億元 )、 1991年は220億元 (う ち、基本建設は








図 1  固定資本投資額の推移























国投資額は5,3億 ドル (う ち海外直接投資は
4.5億 ドル )、 1998年 は 12.9億 ドル (同、 10.5
億 ドル )、 1994年 は12.6億 ドル (同、8.7億 ド




















まず 1人 当た り国内総生産額 (GDP)の 推
移をみてみよう。表 3は、1982年以降の海南
省および全国の一人当たりGDPを示 してい
る。 これにより、 1人 当たり実質 GDP指教
(前年=100)をみると、海南省および全国の







1982年 の海南省の 1人 当た りGDPは 510元、
全国は525元、1992年 にはそれぞれ2727元 と
産業総合研究 第13号
2287元へ と増加 し、 2002年 にはそれぞれ8071
元 と8184元 に急増 した。 また、 全国 と較べ、
海南省における推移の特徴 として指摘できる
のは、1992年～1995年 までの間、海南省にお











表 3  1人 当たり国内総生産額の推移
年次
名目値 (元 /人 )
A/B*100
指数 (前年 二100)












































































































































が表 4で ある。これにより、1982～ 1992年 の
間、海南省では第 3次産業の寄与率が最も大
きく53.4%、 第 1次および第 2次産業はそれ
ぞれ24.1%と 22.4%と なっている。一方、全
国では、第 2次産業の貢献率が最 も大きく
13.7%、 続いて第 3次産業が37.4%、 第 1次
産業が18,9%に 止まっている。そ して、 1992
～2002年の間、海南省では第 1次産業の貢献
率が39.4%、 第 3次産業が36.2%、 第 2次産
業が24.3%と なっている。一方、全国では、
第 2次産業の貢献率が前期に続き最も大きく
53.8%、 しかも前期より高 くなってお り、第




































表 4  GDPの 増加に対する産業別貢献率
農村住民 1人当たり純収入と都市住民 1人 当た り可処分所得
―  農村 (全国)
十  農村 (海南 )
く浄 都市 (全国)
一  都市 (海南)
(単位 :%)
期 間
海 南 省 全  国
第 1次 第 2次 第 3次 第 1次 第 2次 第 3次
1982-2002 35 5 23.8 40.6 141 514 34 2
1982-1992 24,1 22.4 53.J 18,9 43.7 37.4
1992-2002 39 4 24 3 36.2 132 53 5 33 3
ヾヾ$戯ヾヾドド`ヾざざヾωヾヾ稗
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た り純収入と都市住民 1人 当た り可処分所
得の推移を示している。 これにより、推移の
傾向について、海南省はほぼ全国と同様に推












































(全国)― 一‐一-2次 (全 国)一 一―-3次 (全 国)
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は1986年 頃に第 1次産業を凌駕 し、1982年～




















2002年 には37%と なっている。第 2次産業は
1982年の14%か ら1992年 の21%に やや増加 し
たものの、1992年頃以降はあまり変化が無く、




減少に伴って大きく増加 している。 1982年 は
26%であったが、199ツ 年には49%に 増加した。
しか し、1992年 頃以降はやや減少の傾向と



























ウェー トは、1982年以降、安定的に 4割余 り
を維持してお り、また四つの業種のなかで最
も高い。林業のウェー トは、1982年 36.5%Ⅲ




方、漁業のウェー トは、1982年 39%、 1992






する業種別貢献率を示 している。 1982～ 1992
年の間では、農業が13%、 林業が19.4%、 畜
産業が21.8%、 漁業が15.8%で、農業の貢献







































































































































































































































































期 間 農業 林 業 許産 漁業
1982-2002 1l S 12.2 27 7
1982-1992 43 0 218










年77.7%、 1992年 66.5%、 2002年 には58%と
減少している。一方、野菜類 (瓜類を含む)は、














2,7t/haか ら1992年 には4.Ot/haへ と大きく増
加 していることがわかる。芋類は1982年 の
1.3t/haか ら1992年 の2.lt/haへ、2002年 には
31t/haに 増加 している。流菜類は1082年 の
8.2t/ha力 らゝ1992年 にイよ10.8t/ha、  2002上
=に
は17.4t/haへ と大 きく増加 している。瓜類
も同様 に、1982年 の8.4t/haか ら1992年 には
16.6t/ha、 2002年 には24.lt/haに 増加 してい
る。このように、穀物類の土地生産性は1982
年～1992年に大きく増加し、芋類、所菜類お












万 ha、 1992年 は 1.9万 haで あったが、2002
年には8,7万 haで、1990年代に入つてから急













































































































































































































表 9  果実の面積および生産量
(単位 :万 ha、 万 トン)
表 10  漁業生産の推移
年次













































































































































































































漁業生産の推移を示 したのが表 10で ある。
まず水産物生産量をみると、 1982年 は6.6万 t
であったが、1992年には25.7万 tに増加 した。
1992年 以降、さらに増加幅が大きく、2002年
には109.3万 tに 急増 している。水産物生産






ha)、 2002年 には6.2万 ha(同、1.6万 ha、 4.5
























る と、 197S年 12,641 Km、 1985年 12,784Km、








わずか31軒 であったが、1995年 には105軒 に






12)、 1987年 は75万 人 (回 外 17万 人、国内58
万人)、 1990年は113万 人 (同、19万 人、95万人)






















































く増加し、2002年 には1255万 人 (国外39万人、
国内1216万人)に達した。 1990～ 2002年 の間
の年平均増加率は22.2%(国 外 6.2%、 国内

























































































































































1)i産 業の貢献率 gi=△ Gノ △G X100。
ただし、△ Giは i産業の国内総生産額の
増加分、 △ Gは全産業の国内総生産額の
ナ曽力日分。
5)2001年 以降の第 2次産業の総生産額には
油田ガスの生産額が含まれている。なお、
2000年 の総生産額に占める第 2次産業の
ウェー トは20%である。
6)食糧作物には、稲、小麦、 とうもるこし、
およびコー リャンなどの雑穀、じゃがいも、
サツマイモが含まれる。
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